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正しい手洗いの方法  

インフルエンザ等の感染症は、飛沫感染の 

ほかに、手指を介して接触感染しますので、 

流水と石鹸による手洗いは、感染を防ぐ上 

で非常に重要です。 

 

 ■ 手洗いのタイミング 

 ・帰宅時 

 ・人ごみから出たあと 

 ・咳やくしゃみを手で押さえたあと 

 ・食事の前 

 ・食品を取り扱うとき 

 ・トイレのあと 

 

感染予防のためのマスク使用について  
マスクを着用することにより、机、ドアノブ 

スイッチなどに付着したウイルスが手を介し 

て口や鼻に直接触れることを防ぐことから、 

ある程度は接触感染を減らすことが期待さ 

れます。しかし、感染していない健康な人が、

不織布製マスクを着用することで飛沫を完全

に吸い込まないようにすることは出来ません。 

↓ 

●咳や発熱等の症状のある人に近寄らない 

（２メートル以内に近づかない） 

●流行時には人混みの多い場所に行かない 

●手指を清潔に保つ 

 

といった感染予防策を優先して実施すること

が推奨されます。 
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